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L’Italie est le pays préféré de Stendhal, pour ainsi dire sa seconde patrie où il a passé 
la moitié des années de sa vie depuis sa première rencontre avec ce pays du bonheur. 
Ses biographes indiquent en outre son goût très marqué pour les paysages, qui se voit 
non seulement dans ses journaux de voyage mais aussi dans ses œuvres romanesques, 
où souvent un beau lieu dans la nature devient le decors d’une scène importante. 
En examinant les passages descriptifs du paysage dans les ouvrages de conception 
italienne, en particulier P omenades dans Rome et La Chartreuse de Parme, nous 
voudrions voir comment l’auteur trouve l’expression la plus heureuse de ses moments 
de bonheur, de ces 《moments privilégiés》 où 《l’âme est attendrie et élevée》et où lui 
est révélé quelque verité sur soi-même qui lui a echappé dans la quotidienneté. 
 
 
I 
 
パリのモンマルトル墓地にあるスタンダール（本名Henri Beyle）の墓には、次のような
銘が刻まれている。《Arrigo Beyle / Milanese / Scrisse / Amo / Visse》1（「アッリーゴ・ベ
イレ ミラノの人 書いた 愛した 生きた」）。スタンダールは十七歳でナポレオンの遠
征軍に参加してイタリアの土を踏んで以来、その尽きない魅力に惹きつけられ、自分の真
―235― 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 13号 2002.03 
の故郷と感じるようになった。そして、旅行者として、ディレッタントとして、トリエス
テ駐在フランス領事およびチヴィタ・ヴェッキア駐在フランス領事として、五十九歳の生
涯のうち計十七年間をイタリアですごした。また『イタリア絵画史』（1817）のような芸
術論、『1817年のローマ、ナポリ、フィレンツェ』（1817）、『1818年のイタリア』（生前は
未刊）、『ローマ、ナポリ、フィレンツェ（1826）』（1827）、『ローマ散策』（1829）といっ
た旅行記、『イタリア年代記』（1839）や『パルムの僧院』（1839）のような虚構にいたる
まで、イタリアに関連のある作品を多く生み出している。イタリアはスタンダールの創作
活動においても大きな比重を占めている。 
一方、スタンダールにとって自然の風景は特に重要な意味をもっていることは伝記作者
も指摘する通りである2。たとえば叔父ロマン・ガニョンの住むサヴォワのレ・ゼシェルの
山岳風景。そこでは眼下に緑豊かな草原を望み、谷川が流れ、頭上には切り立つ崖とブナ
やモミの森を仰ぎ見る。またレマン湖畔のヴェヴェイで、教会の鐘の音を聞きながら見た
湖の風景。それからミラノから眺めたアルプスの遠景。スタンダールが感動をおぼえたこ
うした風景は、後の創作にも大きな影響を与える原風景となる3。 
このようなことから、スタンダールにおけるイタリアの風景について考えてみたいと思
う。その際、作家の風景に対する態度というよりは、風景の印象をどのように文学に転換
するかという方法に注目したい。本稿では特に『ローマ散策』と『パルムの僧院』の中の
いくつかの風景描写をとりあげ、創作の手法の観点からささやかな考察を試みる。 
 
 
II 
 
まず『ローマ散策』における風景描写を見ることにする。一種のローマ観光ガイドとも
いえるこの作品は、「七人の主人と三人の召使い」4より成るグループの、1827年 8月 3日
から 1829年 4月 24日までのローマ滞在記という体裁をとっている。著者はグループの一
員兼その案内役（cicerone）という想定で、ローマの主要なモニュメントについての印象、
論評、考古学的歴史的知識のほか、グループの構成員にまつわるエピソードや伊仏文化論
的コメントもおりまぜられている。だが実は同書は最初から最後までパリで書かれ、執筆
のための文献調査に十ヵ月も費やされている。旅の印象をその日ごとに記したかのような
生き生きとした、臨場感あふれる、自然な描き方は、スタンダールの創造による5。つまり
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いわゆる旅行記に手を加えてより虚構に近くなった作品6である。 
さて、『ローマ散策』では風景は主として、歴史的建造物を中心にした都市の景観という
ことになる。スタンダールは、「12の観光モデル・コース」7や「ローマ観光 10日間」8と
いった重要な観光名所のリストをのせているが、そのリストで第一に訪れるべき場所とし
てあげられているのは、コロッセオとサン・ピエトロ大聖堂である。そこで、文献資料に
もとづく記述よりも風景的記述の多いコロッセオについて書かれた部分を中心に見ていく
と、次のようなことに気づく。コロッセオについての風景描写は単なる風景の記述に終始
せず、必ずその風景によって引き起こされる心理状態、「夢想（rêverie）」という語で表さ
れる、心が高められた状態についての言及がある。このことを具体的に見るために、1827
年 8月 16日付けのコロッセオについての描写を引用する。 
 
コロッセオは三つか四つのまったく異なる眺めを呈している。物好きな旅行者
が美しいと思うのは、剣闘士が闘技をくりひろげたアレーナに立ったときに、ま
わりにそびえる巨大な廃墟の眺めであろう。私が感動したのは、北側の上の窓を
とおして見える、澄みきった青空である。…遺跡の最上階につくと、北の方には、
大きな木の向こうに、こことほとんど同じ高さに、サン・ピエトロ・イン・ヴィ
ンコリ聖堂が見える。…南の方を見ると、視線はこちら側は低くなっている円形
闘技場のくずれた壁をとおりこし、平野のかなたの神々しいサン・パオロ聖堂に
いきつく。…この教会は糸杉の長い列のかげに半分隠れている。 
…コロッセオはひとりで見るべきだ。ときどき、十五人から二十人のグループ
で十字架の道行きの留を行う信心深い者たちの祈りのつぶやき、あるいはこの建
造物を復興させた教皇ベネディクトゥスXIV世以来、金曜日にやってくるカプチ
ン修道士の説教に邪魔されることがある。毎日、シエスタの時間と日曜日以外は、
石工とその手伝いをする囚人たちに出会う｡ 廃墟の一角がくずれてくるのを修
復しなければならないからだ。だがこの一風変った眺めも夢想の妨げにはならな
い9。 
 
ここでは異なる視点から見た遺跡の風景が描かれている。まずアレーナから見上げたコ
ロッセオの風景。巨大な円形闘技場と、「上の方の窓をとおして見える、澄みきった青空」。
視点はアレーナに置かれ、そこからまわりを見上げたときの眺めである。それから、最上
階の席から見た、コロッセオの周囲の風景。北側の、大きな木の向こうの、サン・ピエト
ロ・イン・ヴィンコリ聖堂、そして南側の、「こちら側は低くなっている円形闘技場のくず
れた壁」から「平野のかなたの神々しいサン・パオロ聖堂」までのパースペクティヴ。こ
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れは、遺跡の最上階という高所の視点から、周囲を見渡したときの風景である。このよう
にコロッセオは周囲から切り離された抽象的な建築としてでなく、周囲の点景をも含めた
全体的景観として、広い視野のもとでとらえられている。高所の視点、そして高い所から
全体の景観を眺め渡すという行為は、後に小説において重要な意味をもつことになる。 
またアレーナに立って廃墟を見上げたときの眺め、最上階に立って下を見下ろしたとき
の眺め、はるかに見渡される周囲の風景、といった視覚的印象のみならず、「信心深い者た
ちの祈りのつぶやき」、「修道士の説教」、「石工とその手伝いをする囚人たち」のたてる仕
事の音といった聴覚的印象もとらえられている。したがってこの一節は写実的というより
は、印象の記述といった方がよいが、こうした印象の描写によって、「廃墟と化しているか
らこそ往時よりもさらに美しいのかもしれない」10コロッセオの醸し出す雰囲気と、それ
によって与えられる感動的な気分が効果的に表現されているといえるだろう。 
次に 1827年 8月 17日付けのコロッセオについての描写を引用する。 
 
…巨大な廃墟の片隅に隠れて、しあわせな気分で午前中をすごしたことが何度
あったことか。上の階から見下ろすと、下のアレーナで教皇の囚人たちが歌いな
がら仕事をしているのが見えた。囚人たちの鎖の音が、コロッセオでしずかにく
らす小鳥たちのさえずりにまざりあう。やぶになってしまった上の席に近づくと、
小鳥が大群をなして飛び立つ。この席にかつて世界を制覇した民がすわっていた
のだ。小鳥たちの平和なさえずりが、巨大な建築の中にかすかに響きわたり、と
きどきしーんと静まりかえる。イマジネーションは往時へと飛翔し、記憶によっ
て得られるかぎりの、もっとも強い喜びにいきつく。 
…ローマにおけるこの夢想は、この上なく甘美で、生活のあらゆる利害を忘れ
させる11。 
 
ここでも、「やぶになってしまった上の席」や最上階から見下ろした、アレーナで仕事を
している囚人たちの眺め、といった視覚的印象に加えて、「囚人たちの鎖の音」、「小鳥のさ
えずり」、しーんとしずまりかえった静寂、といった聴覚的印象もとらえられている。そし
て、「巨大な廃墟の片隅に隠れて、しあわせな気分で午前中をすごしたことが何度あったこ
とか」、「小鳥たちの平和なさえずりが、巨大な建築の中にかすかに響きわたり、ときどき
しーんと静まりかえる。イマジネーションは往時へと飛翔し、記憶によって得られるかぎ
りの、もっとも強い喜びにいきつく。」というように、コロッセオの風景によって引き起こ
される「夢想」について言及している。8月 16日の記述にも「夢想」についての言及があ
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ったが、この「夢想」は「この上なく甘美で、生活のあらゆる利害を忘れさせる」という
ように、美しい風景によって心が高められ、日常的な世界から一歩外に出た人間の心理状
態である。Martine Reidも指摘するように12、「コロッセオは、夢想し、過去にさかのぼる
ための装置」であり、コロッセオの風景を前にしてスタンダールは「古代ローマについて
夢想し、自らの少年時代を想起する」のである。 
 
コロッセオがわれわれに崇高な感情を起こさせるのは、少年のときに夢中にな
ってその歴史を読んだ、あのローマ人の遺産だからだ。ローマ人の偉業とこの建
造物の偉大さが心の中で結びつけられる13。 
 
さらに、このとき「コロッセオはひとりで見るべきだ」というように、ひとりであるこ
と、が強調されている。他人の存在は甘美な「夢想」の妨げになる、というわけである。 
このように、風景描写と、風景によって引き起こされる「夢想」あるいは崇高な感情の
記述が、いわばセットになって配されているといえるだろう。 
このことを示す例をもう一つだけ見てみる。こちらの方は、1827年 8月 13日付けのサ
ン・ピエトロ大聖堂の遠景の描写である。 
 
私は眼下に町を望むことのできる部屋をさがしていた。ピンチョ丘のふもとに
いたが、ルイ 18 世によって壮麗に修復されたトリニタ・デイ・モンティ聖堂の
大階段をのぼり、グレゴリアーナ通りの、かつてサルヴァトール・ローザが住ん
でいた建物に宿をとった。今書いている机からは、ローマの町の四分の三を見渡
すことができる。正面には、町の向こう側に、サン・ピエトロ大聖堂のクーポラ
がおごそかにそびえている。夕方になって日が沈むとき、大聖堂の窓をとおして
夕日が眺められる。半時間も後には、たそがれのだいだい色の澄んだ色調を背景
にして、このドームのみごとなシルエットが浮かび上がり、その上に星が現れは
じめる。 
この眺めは他のどんなものとも比較にならない。心は打たれ、高められ、しず
かな喜びにみたされる。だがこのような崇高な感情を抱くようになるには、長い
間ローマを愛し、知ろうと努力していなければならない。不幸に出遭ったことの
ない青年には理解できないだろう14。 
 
グレゴリアーナ通りは、スタンダールも書いている通り、スペイン広場からトリニタ・
デイ・モンティ聖堂にのぼっていくスペイン階段の上に位置する通りである。スタンダー
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ルは、高台にあり、部屋の窓からローマの町をパノラマ風に見渡すことができる宿をわざ
わざ選んでいる。そうして彼は高い視点から、ローマの町の風景を、テヴェレ川をはさん
で向こう側の丘の上にたつサン・ピエトロ大聖堂を眺める。この一節では、まず夕方の時
間の推移にしたがって変化するサン・ピエトロ大聖堂のクーポラの風景を美しく描写して
いる。コロッセオの描写と同様写実的というよりは印象の記述といった方がよいが、大聖
堂の窓をとおして見える夕日、たそがれのだいだい色の空、星が現れはじめる空といった
微妙な色調の変化と、おごそかにそびえるドームの迫力ある存在感がよく表現されている。
クーポラは周囲の風景にとけ込んでいて、全体が一つの景観としてとらえられている。そ
してその後に、「心は打たれ、高められ、しずかな喜びにみたされる」というように、この
風景によって引き起こされる崇高な感情について言及している。たそがれの空に浮かび上
がるサン・ピエトロ大聖堂のクーポラの眺めは、崇高な感情を引き起こす装置となってい
るといえるだろう。 
このように、コロッセオやサン・ピエトロ大聖堂の風景は、崇高な感情を喚起する装置
としてはたらいていると考えられる。サン・ピエトロ大聖堂の場合は、「このような崇高な
感情をいだくようになるには」鑑賞者の側に長い間の豊かな人生経験が求められる、とい
うことが述べられている。またコロッセオの場合は、「こうした印象は、粗削りには言い表
せるが、人に伝えることはできない」15と述べられている。そして双方の場合において、
高所の視点は重要な意味をおびている。 
感動をおぼえた風景の、筆舌に尽くしがたい印象をどのように書きとめ、より永続性の
ある形態を与えることができるか。この崇高な感情をどのようにことばで表現すればよい
のか。これがスタンダールの創作人生における一つのテーマとなっていったのではないか
と思われる。彼がどのように恰好の表現形式を見出したかということについては、直接的
な表現手段よりもむしろ虚構がよいヒントを与えてくれる。これまで見てきた『ローマ散
策』がすでにより虚構に近くなった旅行記だったが、次にまったくの虚構である『パルム
の僧院』の風景描写をとりあげながら、その中で風景がどのような役割を果たしているか
考えてみることにする。 
 
 
 
 
―240― 
スタンダールにおける風景と《特権的瞬間》 
III 
 
『パルムの僧院』は、スタンダールが自らのイタリアでの青年時代の幸せな思い出をお
りまぜながら、『偉大なるファルネーゼ家の起源』Origine delle grandezze della famiglia 
Farnese というnovella（小話）を核にして、五十二日間で一気に書き上げた小説の傑作で
ある16。コモ湖やマジョーレ湖、アルプスの風景といった、スタンダール自身がこよなく
愛した美しいイタリアの風景が、小説の重要な場面に用いられている。「山の空気、おごそ
かでしずかなこのすばらしい湖（＝マジョーレ湖）の様子は、幼い頃をそのほとりですご
したコモ湖を思い出させ、ファブリスの悲しみは甘美なメランコリーに変った」17という
ように、美しい自然の風景を前にして、主人公ファブリス・デル・ドンゴは、なぐさめら
れ、いやされる。そして心が高められ、幸福感をおぼえ、さらに自らの人生について深く
考えることになる。風景についての印象の描写によって幸福の感覚を表現するという手法
は、旅行記ですでにその萌芽が見られたが、ここでははっきりとした、意識的なものにな
っている。このことを見るために、まずコモ湖の夜景を描写した一節を引用する。オース
トリア支配下のミラノの警察に、フランスのスパイとして密告されていたファブリスは、
コモ湖畔のグリアンタの教会に、幼い頃から彼に父親のような愛情を注いでくれたブラネ
ス神父をたずねる途中である。 
 
真夜中だった｡官憲に出会う心配はなかった。細い小道が通り抜けていく森で
は、かすかに霧のかかった星空を背景に木々の黒い影が浮かび上がっていた。湖
水と空は深い静けさにつつまれていた。ファブリスはこの美しい風景に心を動か
されずにはいなかった。彼は足をとめ､小さな岬のように湖に突き出した岩の上
に腰かけた。静けさを乱すものは、湖の岸に規則正しく寄せる小さな波の音だけ
だった。…美しい風景は心をなごませ、悲しみもやわらげられる。岩の上にひと
り腰かけ、警察を警戒する必要もなく、深い夜の闇と静けさに守られて、ファブ
リスの眼は潤い、長い間味わっていなかった幸福な気持を簡単に味わうことがで
きた18。 
 
この一節ではまず、夜の闇につつまれた湖の美しい風景が描かれ、その後でファブリス
がこの風景に感動し、長い間味わっていなかった幸福感をおぼえるということが書かれて
いる。主人公はこのときひとりであり、美しい風景を前にして心を動かされ、幸福感をお
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ぼえる。だがこのときの主人公の幸福な気持は甘い夢想に終わることなく、彼は自分の心
の中をじっとみつめ、正確にとらえているということに注意しなければならない。引用し
た一節につづく部分19では、ファブリスは、自分の、叔母サンセヴェリ－ナ公爵夫人に対
する、崇拝にも似た気持が、恋愛感情ではないということをはっきりと自覚する。このよ
うに、美しい風景を前にした主人公は、幸福感をおぼえるだけでなく、孤独の中で自己と
向かい合い、自己の心の中をじっとみつめ、自己についての正確な認識を得る。風景は幸
福感のみならず、モラリスティックな瞑想を引き起こす。 
それではもう一つコモ湖の風景を描写した一節を見てみる。 
 
この高さからは父親の城の庭や中庭を見下ろすことができた。…食堂の大きな
テラスの上でパンくずをさがしている雀も見えた。かつて飼い馴らした連中の子
孫にちがいない。ほかのテラスと同じようにそこにも大きな陶器の瓶に植えられ
たオレンジの木がいくつも置かれていた。…鐘塔のすぐ下では、白い服の娘たち
が、グループに分かれて、行列の通り道の地面に赤や青や黄色の花で模様を描い
ていた。しかしファブリスの心にさらに強く語りかける光景があった。鐘塔から
は、何里か離れたところにある、二つに枝分かれした湖が見えた。この美しい風
景は彼にほかのすべてを忘れさせ、崇高な感情をよびさました。子供時代の記憶
が一度に意識の表面に溢れ出てきた。鐘塔にこもってすごしたこの一日は、おそ
らく彼の生涯でももっとも幸せな日のうちの一つだっただろう。幸福が彼に、ふ
だんあまり考えたことがない、崇高な考えを起こさせた。彼はこんなに若いのに、
すでに人生の果てにたどりついてしまったかのように人生のさまざまな出来事
について思いをめぐらした20。 
 
この一節でも、子供時代をすごした城、なつかしい村の祭り、そして美しい湖の風景が
描写されている。そしてこの風景を見ることによってファブリスが「生涯でももっとも幸
せな日のうちの一つ」をすごしたと書かれている。だが彼は美しい風景を眺めることによ
り、幸福感をおぼえるだけではない。さらに「人生のさまざまな出来事について思いをめ
ぐらす」のである。この一節につづく部分21では、ファブリスは、パルマの宮廷に来てか
ら喜びの気持を味わっていないこと、自分には恋愛感情をおぼえることはできないという
こと、目の前にある湖が自分にとって幸福の源であることをはっきりと認識する。 
美しい風景を前にしてひとりでいること、風景に感動して幸福感をおぼえ、さらに自己
との対峙により正確な自己認識にいたっているという点では直前の引用文の場合と同様で
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ある。だがここでさらにつけ加えなければならないのは、主人公はこのときグリアンタの
教会の鐘塔の上、つまり高い所にいるということである。ファブリスが鐘塔の上から眺め
る風景は、空間的であると同時に時間的である、とJean-Pierre Richardが指摘するように
22、『パルムの僧院』の主人公がこのとき見下ろす風景は、比喩的に彼の人生の風景を喚起
する。ファブリスは、城や通りや湖のあるグリアンタの風景を上から見下ろすように、過
去から現在そして未来へと広がっていく自分の人生を一望のもとに眺め渡す。そしてすで
に経験された出来事すべてを含む自分の人生のパースペクティヴをいわば俯瞰的に把握す
る。敷衍していうならば、高所からパノラマ式に見渡すことのできる現実の風景が、主人
公の内なる風景を喚起する。そして主人公は、美しい風景によって心を高められた状態で、
つまり日常的な視点を脱したより高い視点から自分の人生を全体的に把握する。するとふ
だん見えなかったことがらがはっきりと見えてくる。したがって、ここでは風景は自己に
ついての正確な認識が得られるようなレベルまで心を高める装置としての役割を果たして
いる。そして高所は日常生活の中では見えなかったことがらを見えるようにする、一種の
啓示の場所を象徴していると考えられる。 
ついでにつけ加えていうならば、スタンダールの小説の中で高所が特別な意味をもって
いることは、マルセル・プルーストも指摘している。 
 
スタンダールには、高所は精神性と結びついているという意識が見られるでし
ょう。ジュリアン・ソレルが入れられている牢屋とか、ファブリスが幽閉されて
いる塔とか、ブラネス神父が占星術に没頭し、ファブリスが美しい風景を眺める
鐘塔とか23。 
 
プルーストは、スタンダールから高所のシンボリズムを学び、それを『失われた時を求
めて』のキイ・イメージに応用している24。 
それでは、風景と高所と前述のようないわゆる《特権的瞬間》―日常的には見逃してい
る何らかの真実の啓示をともなう、至福の瞬間―の表現とのかかわりを見るために、さら
にもう一つ風景描写を含む一節を引用する。これはプルーストも指摘する箇所で、パルマ
のファルネーゼ塔に幽閉されたファブリスが、塔の上の牢獄の窓からアルプスの風景を眺
める場面である。 
 
その晩は月が出ていた。ちょうどファブリスが牢獄に入ろうとするとき、月は
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右手はるかかなたから、アルプスの山々の上に、トレヴィーゾの方に、おごそか
にのぼってきた。まだ八時半にしかなっていなかったが、左手の地平線、つまり
西では橙色がかった赤のたそがれの光が、ヴィソ山や、ニースからスニ山とトリ
ーノへと連なるアルプスの山々をみごとに照らし出していた。ファブリスは不幸
を忘れ、このすばらしい光景に心を動かされるままになっていた。このすばらし
い世界に、クレリア・コンティは住んでいるのだ。考え深い、まじめなあの人は、
誰にもましてこの景色を喜びをもって眺めているにちがいない。ここはまるでパ
ルマから百里も離れた山の中にいるようだ。こうして窓から、心に響くこの眺望
を愉しみ、ときに瀟洒な長官の館にも視線を馳せながら、二時間半もすごした後
で、ファブリスは思わずこう叫んだ。いったいこれが牢獄なのだろうか。これが
自分があれほどおそれていたものなのだろうか。不愉快で苦いことがらが気にな
るどころか、彼は牢獄の心地よさにとらわれるままになっていた25。 
 
この一節では、まず月がのぼりはじめたたそがれの空を背景に地平線を飾るアルプスの
美しい風景が描写されている。主人公はこの風景に感動し、幸福感をおぼえる。彼はファ
ルネーゼ塔という高い所にいる。「ここはまるでパルマから百里も離れた山の中にいるよう
だ」というように、彼はひとりであり、孤独である。ところがここで彼の心に大転換が起
きる。これまで自分の心には恋愛感情は無縁と半ばあきらめていたのだが、そこにクレリ
ア・コンティという存在が入ってくる。美しい風景を眺める喜びが彼女への思いと重なり、
彼女とその喜びを共有しているのではないかと想像する。社会から隔絶された、孤独な高
所で、主人公は一人の女性への愛情を自覚し、本当の自分を見出す。そのような意味で、
この場面は小説の一つのクライマックスである。 
高所は直前の引用文と同様にあるいはそれ以上にシンボリックな意味をおびている。こ
こでは高所は、孤独、瞑想、自己との対峙、日常性からの脱出、啓示といったことと結び
ついている。ファブリスは高い所にある牢獄に入れられてはじめて本当の自分を見出す。
そこには美しい風景を見ることで幸福感をおぼえ、心が高められ、自己認識にいたるとい
うプロセスを見ることができる。主人公の塔への幽閉は、個人にとって生きにくい社会か
らの隔離、孤独の中での自己との対峙をとおして自己発見にいたる、自己探求の逆説的な
プロセスである。そして風景は高所のシンボリズムともあいまって、心を高め、幸福感を
もたらし、主人公を日常生活における自分とは別の存在にするための装置としてはたらい
ている。このように風景と高所は《特権的瞬間》を効果的に描出するためのツールとして
用いられているといえるであろう。 
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IV 
 
自らが愛したイタリアの風景についての印象をいかに正確に表現するか、そのときにお
ぼえた感動をいかに完全に再現するか―これが作家スタンダールにとっての一つの重要な
テーマとなっていったであろうことはすでに述べた。スタンダールは、最初は日記、手紙、
自伝のような自己に密着したジャンルでの直接的表現を試みた。次に、旅行記のような、
自己にいくらか距離をおいたジャンルに挑戦してみた。イタリア旅行記にうち、『1817 年
のローマ、ナポリ、フィレンツェ』（1817）と『1818年のイタリア』はイタリア滞在中に
書かれているが、『ローマ、ナポリ、フィレンツェ（1826）』（1827）と『ローマ散策』（1829）
はパリで書かれている。つまりはじめは「イタリア滞在中に目にとまったものをそのまま
書きとめていたのが、後には、イタリアの地を離れてから記憶と想像力で書き進めるよう
になった」のであり、最初は写実的だった旅行記がだんだん想像的になり、虚構に近づい
ていったのである26。そして最後に、『パルムの僧院』のような間接的表現手段である虚構
に、恰好の表現形式を見出した。スタンダールの創作人生において、このような筋道を想
定することができる。 
本稿ではこのうち、より想像的になった旅行記『ローマ散策』と、まさに記憶と想像力
の産物である虚構『パルムの僧院』の風景描写を含む箇所をとりあげて、手法の観点から
考察してみた。風景についての印象の描写によって幸福の感覚を表現するという方法は、
『ローマ散策』ですでにその萌芽が見られたが、『パルムの僧院』では明らかに一つの手法
として確立されている。スタンダールは、綿密な計画を立ててから書くことが苦手だった
が、記憶と想像力の自然な働きにまかせていわゆる《即興的創作（improvisation）》とい
う方法27で短期間のうちに仕上げたこの作品においては、風景描写と幸福感の表現をセッ
トにするという手法は、かなり意識的に用いられていた。そこでは高所のシンボリズムも
加わり、美しい風景によって喚起される《特権的瞬間》がみごとに描出されている。そし
て、高所と《特権的瞬間》―これがスタンダールと、その影響を受けたもう一人の作家、
無意志的記憶による《特権的瞬間》を文学的イメージにまで高めたマルセル・プルースト
との一つの接点となった。 
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